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6月は「ロータリー親睦活動月間」です

第45回 会長挨拶

2013-14年度  会長

紺野　晴郎

例会変更のお知らせ
●なし
その他のお知らせ
●本日18時30分より辰巳屋にて新旧合同の理事会
開催になりますので宜しくお願い致します。

　幹事報告 日比野恒夫 幹事

例 会 次 第

「ロータリー親睦活動月間」にちなんで
親睦ロータリー家族小委員会　坪井 大雄 委員長

新会員スピーチ
JTB東北法人　門脇 渉 会員

■6月19日（木） 12：30～「辰巳屋」

　・クラブ協議会「次年度体制に向けて」
■6月26日（木） 18：30～「辰巳屋」

　・今年度最終例会「夜間例会」

例会プログラムのご案内

　今月はロータリー親睦活動
月間です。ロータリーの親睦
活動は、エスペラント語に関

心を持っていたロータリアンによって、1928年に非公
式に始まりました。そして、1947年には、ボート愛好家
によるロータリアンのグループが、自分たちの船にロー
タリーの旗を掲げ、ロータリアンの国際ヨット親睦グ
ループと名乗りました。現在、最も長く活動を行ってい
るのが、このヨット親睦グループです。
　親睦活動の種類は、時を経るごとに増えてきましたが、
その目的は今日も変わっていません。それは、親睦の下
にロータリアンのつながりを築き、趣味や職業に関連し
た活動を楽しむ機会を提供することです。
　福島ロータリークラブでは「TENの会」「競馬を楽しむ
ロータリアンの会」そして「囲碁クラブ」など愛好会的な
親睦グループがいくつかあるようです。同じ趣味を持っ
ている多くの仲間たちと出会うことができ、ロータリー
活動の楽しさは倍増するに違いありません。また、最終
例会日に「ロータリー家族SL乗車会」を開催し、2013-
14年度の締めくくり夜間例会として「感謝祭」を行い親
睦活動月間にふさわしい月間プログラムになりました。

開会点鐘 紺野晴郎 会長

国歌斉唱
ロータリー・ソング「奉仕の理想」
　ソングリーダー 安藤健次郎 会員

四つのテスト唱和
 職業奉仕委員会　後藤忠久 会員

お客様並びに来訪ロータリアン紹介
6月誕生祝い
会長挨拶  紺野晴郎 会長

─ 食　事 ─

幹事報告  日比野恒夫 幹事

各委員会報告
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会

　　ニコニコBOX担当 田沼紀美子 会員

◎本日のプログラム
閉会点鐘  紺野晴郎 会長



2

親睦ロータリー家族小委員会

坪井 大雄 委員長

本 日 の プ ロ グ ラ ム

　JTB東北の門脇と申します。改めましてよろしくお願
い申し上げます。本日は20分のお時間を頂戴いたしま
したので、自己紹介と、職業柄福島の観光の状況につい
て少しお話させていただきます。

　私は昭和40年7月7日に岩手県大船渡市に生まれ、父
の仕事の関係でその後岩手県千厩市、宮城県の気仙沼市、
仙台市と変わり、小学校6年生から大学までは仙台で過
ごし、昭和64年（平成元年）当時はまだ日本交通公社と
言った方が分かりやすかったかも知れませんが、入社を
し、最初は縁もゆかりもない秋田に配属となりました。
　その後17年間勤務し、盛岡、1回目の福島、盛岡、鶴
岡と異動を繰り返し、今回ご縁があり2回目の福島の勤
務となりました。業務内容は主に、修学旅行等をお手伝
いさせていただく、教育旅行を担当しておりました。そ
して若いうちは勉強のために、国内、海外とも添乗業務
を数多く体験し、お陰様で、国内で訪れたことの無い県
は、島根、鳥取だけとなりました。
　入社して26年目を迎えますが、現在でもこの仕事を
続けられている添乗中のエピソードを一つお話させてい
ただきます。入社2年目に、富士山登山ツアーに添乗し
た時の事です。初めての富士山でしたし、登山の経験も
殆どありませんでした。お客様は平均年齢が極めて高く、
頂上までたどり着けるか大変不安でした。中でも最高齢
の女性は85歳位だったと記憶しておりますが、初めて
の富士山との事でしたが、お亡くなりになった旦那様と

「しばしばロータリーの良き親睦がロータリーの全てで
あると誤解されている。　ロータリー・クラブの中にも
揺らぐことのない親睦の確立こそロータリーの存在の根
拠であると考えている者もある。　しかしながら、良き
親睦は決してロータリーの全てではないのであって、良
き親睦は、ロータリーという苗木が根を下ろし、そして
成長するための土壌をなしているのである」
A Talking Knowledge of Rotary　[ロータリー通解]

ガイ・ガンディカー　1923-24年度RI会長
（出典：SETS 資料から、RI2530地区 阿久津PG）

の約束を守るために、参加をしたとの事。なんとか頂上
までたどり着かせてあげたいという思いだけで、おぶっ
て目指しましたが、体力的な限界もあり、9合目ほどで、
断念をいたしました。しかし女性からは手を握られて、
泣きながら感謝の言葉をいただきました。この仕事も悪
くないなと初めて思った瞬間でした。その後もいろんな
事がありましたが、この経験が今に生きていることは間
違いありませんし、最大の励みにもなっております。
　余談ですが、終了後、高山病になり、看病したのは、今
の妻でした。結果的に結婚のお世話もいただいた事にな
ります。

　さて、福島、東北の観光について少しお話させていた
だきます。ある調査のデータですが、「今まで訪れて一番
良かった旅行先は？」というもので、1位沖縄、2位北海
道、3位が京都、ここまでは定位置でしょうか。4位が長
野・鹿児島、6位に長崎、7位東京・熊本・大分、10位
が福岡・青森と、残念ながら東北は青森が最高順位で、
九州においてはなんと5県もランクインしております。
クルーズトレイン『七つ星』等の効果もあると思います
が、ここまで差がついております。
　我社のデータですが、震災前は東北と九州における宿
泊券の取り扱いはほぼ同額でしたが、現在は九州の7割
程度しかなく、数字上にもはっきりと表れております。
復興関連事業がある時はよいのですが、その後はどうな
るでしょう。福島、東北への観光のお客様が減っていく
ことに極めて危機感をいだいております。
　今後は「北海道と言えば雪」といった、外国の方にもイ
メージしやすい、東北全体としてのイメージ、ブランド
づくりも大変重要になると思います。2020年の東京オ

新会員スピーチ
JTB東北法人

門脇　　渉 会員

「ロータリー親睦活動月間」について 例会出席なくしてロータリーはない。例会に出席して初
めて「奉仕の心」を体得し、「知り合い」が増え、やがて友
愛、親睦の心が培われる

（出典：クラブ活性化にどう取り組むか
RI2530地区 阿久津PG）

〈親睦委員の任務〉

　親睦活動がクラブ奉仕の充分条件の範囲内で、親睦と
いうロータリー本来の運動を高めるために補助的に活
動することは大切なことです。しかし、親睦委員の任務
を、親睦会の幹事や同好会の世話役に留めることは誤り
です。確かに会員が心を打ち解けあう手段の一つとして、
親睦会やクラブ活動などのレクリエーションも必要で
す。しかし、親睦を深める最適の場所は、毎週一回の定例
の例会であることを忘れてはなりません。例会において、
いかに友情を深めるかを考え実行することと、いかにし
て真の親睦が保たれるような環境を整備することが最大
の任務なのです。

（出典：ロータリーの源流）

（⇒最終面へと続きます）
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福島ロータリー・クラブ　2014-2015年度　役員・理事・委員会・地区役員・委員

部　門 委員長 副委員長 小委員会 小委員長 小副委員長 委　員

委　
　

員　
　

会

戦

略

計

画

委
員
会

加藤　義朋 丹治　正博
阿久津肇　 紺野晴郎　 幡　研一　 右近八郎
坪井大雄　 古俣　猛

ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
会

幡　　研一
（会長エレクト）

会員選考・増強
職業分類・出席

古俣　猛
(副会長）

大沼健次
阿久津肇　 今井吉之　 三宅　喬　 渡部世一
草野武夫

ロータリー情報
クラブ会報・資料

増子　勉 八巻恵一
髙橋　聡　 田沼紀美子 田苗　博 　松浦敬裕
中丸裕史　 渡邉広重　 牧野吉晃　 清水義之

広報
マルチメディア

雑誌
佐藤武彦 高橋　聡

河田　亨　 糠澤修一　 安藤錬雄　 神田俊甫
志村光昭　 水野忠隆　 江花　亮　 丹羽和也

親睦
ロータリー家族

菅野晴隆 相良元章

渡邊又夫　 岩田尚志　 渡邉広重　 有田吉弘
田苗　博　 緒方啓道 　狩野安則　 菅沼　裕
藤井高志　 後藤洋伸　 志村光昭　 佐藤智英
中丸裕史　 牧野吉晃　 加納武志　 今井　康
門脇　渉　 清水義之

プログラム
ニコニコBOX

右近八郎 森　洋一
岩田尚志　 三浦康伸　 松浦敬裕　 緒方啓道
今井理基夫 相良元章　 佐藤智英　 今井　康
門脇　渉

職

業

奉

仕

委
員
会

菅野　　晋 箱岩　　偉
佐藤順一　 土屋敦雄　 勢島　昇　 三浦康伸
狩野安則　 菅沼　裕

社

会

奉

仕

委
員
会

森川　英治 小林　仁一
渡辺健寿　 阿部力哉　 白岩康夫　 内池　浩
藤井高志　 森　洋一

青
少
年

奉

仕

委
員
会

森岡　幸江 金子與志人 　 　
八子英器　 茂田士郎　 菅野　晋　 中島健至
浦部　博　 加納武志

国

際

奉

仕

委
員
会

後藤　忠久 管野　裕一
紺野晴郎　 佐藤英典　 佐藤武彦　 岩山知弘
八巻恵一　 後藤洋伸

米

山

記

念

奨
学
会

委
員
会

日比野恒夫 渡邊　又夫 加藤義朋　 稲葉鐘吾　 岩城　章　 菅野孝志

ロ
ー
タ

リ

ー

財
団
委

員

会
安藤健次郎 海野　卓哉 児玉健夫　 金子與志雄 北村清士 　吾妻勝春

ソングリーダー 阿久津 肇　渡邊 又夫　安藤健次郎　丹治 正博　 菅野　晋　茂田士郎  岩山知弘　高橋  聡　坪井大雄

「TENの会」会長／高橋　聡　　幹事／古俣　猛・中丸裕史　　「競馬を楽しむロータリアンの会」　会長／児玉健夫　　幹事／佐藤英典

役　　　員 理　　　事
会　長 丹治　正博 安藤健次郎 日比野恒夫 監　事 加藤　義朋

会長エレクト 幡　　研一 右近　八郎 増子　　勉 大沼　健次
副会長 古俣　　猛 菅野　　晋 森岡　幸江 副幹事 金子與志人
幹　事 坪井　大雄 後藤　忠久 森川　英治 箱岩　　偉
会　計 小林　仁一 佐藤　武彦 菅野　晴隆 副SAA 管野　裕一
SAA 氏川　守義 岩山　知弘
直前会長 紺野　晴郎 ｸﾗﾌﾞ研修ﾘｰﾀﾞｰ  阿久津 肇

　　　名誉会員　佐藤雄平　　小林　香　　脇屋隆治

地
区
委
員
役
員

阿久津 肇
 

諮問･ 指名委員 地区財団資金管理委員会
RI規定審議会代議員　RI規定検討委員会

 増子　　勉 クラブ活性化支援・広報委員

 古俣　　猛 地域社会奉仕委員会 委員

渡辺 健寿 クラブ奉仕委員会 委員長  菅野　　晋 ローターアクト委員会 委員

加藤 義朋 米山記念奨学会委員会 委員長 危機管理委員会



今週号の編集長
4 増子　　勉 会員

他に
有田　吉弘／安藤健次郎／今井　　康／氏川　守義／内池　　浩／浦部　　博／緒方　啓道／門脇　　渉／加納　武志
児玉　健夫／古俣　　猛／相良　元章／白岩　康夫／菅沼　　裕／高橋　　聡／田沼紀美子／坪井　大雄／中島　健至
藤井　高志／増子　　勉／三宅　　喬／八巻　恵一

▶紺野　晴郎 会長

エスペラント語に関心を持っていた

ロータリアンによって親睦活動が開

始したことにあやかりまして、またロータリー親睦活動

月間で国際親睦と親睦の重要性を認識し促進するため、

タガログ語とその言葉を使う人々に関心を持つロータリ

アンにお声掛けをして､親睦活動グループを作ろうと思

い、保原町探検会に引き続きまして、語学研修に出掛け

ましたところ、延長・延長により多額の授業料を支払う

羽目になり即座に親睦グループを解散いたしました。

▶日比野恒夫 幹事

門脇　渉新会員のスピーチを楽しみにしています。

▶加藤　義朋 会員

「誕生祝い」有難うございます。本日スピーチのロータリ

アンに期待しています。

▶佐藤　智英 会員

門脇会員のスピーチ楽しみにしております。

▶田苗　　博 会員

暑い日が続きましたが、電気は十分足りました。この先、

夏に向けて上手な電気の使い方をお願いします。門脇会

員のスピーチ楽しみです。

▶幡　　研一 会員

坪井大雄会員のスピーチ大いに期待して、門脇支店長の

スピーチを聞いて旅した気分になりたいと思います。

▶八子　英器 会員

誕生祝いありがとうございます。

ニコニコBOX報告 本日のニコニコBOX投入額　29件¥55,000 累計  ¥2,286,000

田沼紀美子 委員

　昨年5月に再入会してから早いもので
一年が過ぎました。おかげさまで、退会前と同様にロータ
リーライフを楽しんでおります。これも会員の皆様に大
会以前と全く変わることのないお付き合いを頂いている
からで、改めて皆様のご厚情に心より感謝申し上げる次
第です。
　今思えば、退会の時点では、もうRCに戻ることは無い
だろう、と思っておりました。福島RC創立60周年の式
典にパスト会長としてお招きを頂き、会員の皆様にお会

草野武夫 会員草野武夫 会員

いし暫くぶりにロータリーの雰囲気を味わったことが、
再入会の引き金になりました。
　再入会に際し、私と前後して、似たような事情で退会し
た浦部会員、佐藤（順）会員に声をかけたところ、二つ返
事で承諾してくれ、同時期に再入会することができまし
た。嬉しい限りです。多少なりとも会員増強に貢献できた
かな、と自負している次第です。
　福島RCでは以前からパスト会長に限らず退会した元
会員（所謂OB会員）をクラブの行事にお誘いしています。
聞くところでは、他のクラブでは余り無いようですし、同
じクラブへの再入会者も少ないとのこと。福島RCに再
入会して良かったと、つくづく思うこのごろです。
　いや～、福島RCって本当に、いいクラブですね。

おめでとうございます

茂田　士郎 会員　　昭和 10年 6月 1日
加納　武志 会員　　昭和 34年 6月 6日
浦部　　博 会員　　昭和 11年 6月 8日
加藤　義朋 会員　　昭和 11年 6月 9日
今井　吉之 会員　　昭和 ９年 6月 12日
八子　英器 会員　　昭和1 2年 6月 29日

リンピック、パラリンピック時には日本への渡航者数が
1000万人～2000万人になるのはそれほど難しいこと
ではなく、その時、東京だけでは宿泊数を補えなくなる
とも言われております。いかに、福島に、東北に目を向け
てもらえるようにするかが大きな課題であるといえるで
しょう。
　2040年までには、人口は2000万人減少見込みで、
現状のままでは衰退するのみです。いかに、国内、そし
て海外の人々の交流を盛んにし、交流人口を増やし、経
済を活性化させるかが、日本にとって、まして福島、東
北にとっては重要な事だと考えます。次年度は福島DC
もあり、最高のきっかけになると思います。北陸新幹線
開業や、東北新幹線の函館延伸等、ライバルは多くなる
2015年ではありますが、福島に多くのお客様にお越し
いただけるよう、微力ながら努力してまいり、福島県民
全体で盛り上げていければと思っております。

（⇒P2より続き）


